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◇
町
長
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例

町
長
　
ト
ッ
プ
と
し
て
道
義

的
責
任
で
提
案
し
た
の
で
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
懲
戒
処
分
の
公
平
性

を
維
持
す
る
た
め
の
審
査
会

で
あ
り
、
審
査
会
の
意
見
を

町
長
が
受
け
入
れ
な
い
で
道

義
的
と
い
う
の
は
お
か
し
い

の
で
は
。

　
反
対
討
論
　

　
　
　
　
外
山
正
利
議
員

　
町
長
も
内
部
規
定
の
理
解

が
希
薄
で
あ
り
、
処
分
に
対

し
て
一
貫
性
が
な
い
の
で
反

対
す
る
。

　
賛
成
３
人
、
反
対
７
人
　

に
よ
り
否
決
　

◇
町
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き

及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

議
員
　
職
員
の
懲
罰
を
１
年

に
延
ば
す
だ
け
で
な
く
、
外

部
識
者
を
入
れ
て
公
平
性
の

あ
る
審
査
会
に
す
べ
き
で
あ

る
。

町
長
　
審
査
会
に
は
４
月
中

に
外
部
識
者
を
入
れ
る
。

◇
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

議
員
　
１
８
０
万
円
の
増
収

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
位

で
あ
れ
ば
上
げ
な
く
と
も
良

い
の
で
は
。
全
体
で
の
増
収

額
は
。

総
務
課
長
　
利
用
者
負
担
が

原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
引
き

上
げ
る
。

　
地
方
消
費
税
の
交
付
を
入

れ
合
計
で
２
，０
３
６
万
円

に
な
る
。

議
員
　
高
齢
者
や
ス
ポ
少
な

ど
に
配
慮
し
た
政
策
の
あ
る

対
応
を
す
べ
き
。

町
長
　
消
費
税
部
分
だ
け
の

改
正
な
の
で
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

　
反
対
討
論
　

平
野
勝
澄
議
員
　

　
町
民
の
負
担
が
増
え
る
と

い
う
点
、
納
税
義
務
が
な
い

会
計
で
値
上
げ
す
る
こ
と
は

反
対
で
あ
る
。

　
賛
成
討
論
　

外
山
正
利
議
員
　

　
国
の
消
費
税
法
案
が
通
っ

た
こ
と
か
ら
、
現
実
的
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
賛
成
で
あ
る
。

　
賛
成
９
人
、
反
対
１
人
　

に
よ
り
可
決
　

◇
斎
場
使
用
条
例
の
一
部
改

正議
員
　
50
％
の
値
上
げ
は
大

き
い
。
５
，０
０
０
円
増
の

理
由
は
。
使
用
料
は
ど
の
く

ら
い
増
収
す
る
の
か
。

町
民
課
長
　
大
規
模
改
修
が

12
〜
３
年
お
き
に
１
０
０
０

万
を
超
え
る
。
燃
料
の
高
騰

も
踏
ま
え
、
値
上
げ
に
踏
み

切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

年
間
２
０
０
件
、
72
万
５
千

円
ほ
ど
の
増
収
を
見
込
ん
で

い
る
。

※

議
員
よ
り
修
正
動
議
の
申

し
出
が
あ
り
、
原
案
の
町
内

13
歳
以
上
１
５
，０
０
０
円

を
１
３
，０
０
０
円
に
、
13

歳
未
満
１
３
，０
０
０
円
を

１
０
，０
０
０
円
に
、
住
民

負
担
の
増
加
幅
を
抑
え
た
修

正
案
を
可
決
。

○
そ
の
他
の
議
案

◇
監
査
委
員
の
選
任

　
松
田
英
雄
氏
の
退
任
に
よ

り
選
任

　
真
室
川
町
大
字
釜
渕

　
　
　
８
２
４
番
地
28

　
　
　
　
大
友
　
宏
　
氏

　
　
（
14
頁
に
写
真
掲
載
）

◇
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
水
道
事
業
及
び
病
院
事
業

の
剰
余
金
の
処
分
等
に
関
す

る
条
例

◇
秋
山
牧
場
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正

◇
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ

る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積

の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す

る
条
例

◇
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

費
分
担
金
徴
収
条
例

◇
教
育
振
興
修
学
資
金
貸
付

基
金
条
例
の
一
部
改
正

◇
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置

条
例
の
一
部
改
正

◇
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部

改
正

◇
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更◇
町
道
の
路
線
変
更

◇
平
成
25
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
補
正
予
算

◇
平
成
26
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計

（
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

審
議
Ｐ
３
〜
４
参
照
）

　
以
上
、
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決

3月
 定例会

　
３
月
定
例
会
は
３
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
条
例
・
補
正
予
算
・
平
成
26
年
度
当
初
予
算
な
ど
報
告
１
件
、
議

案
31
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
議
案
１
件
を
除
く
案
件
が
賛
成
多

数
で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

新
庄
湯
沢
地
域
間
高
規

格
道
路

問
　
及
位
イ
ン
タ
ー
設
置

の
可
能
性
や
道
路
建
設
の

進
捗
状
況
と
、
１
月
に
実

施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
つ
い
て
問
う
。

建
設
課
長
　
山
形
県
下
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
及
位
地
区
は
町

内
の
北
は
ず
れ
の
た
め
、

町
民
の
関
心
が
う
す
く
、

回
答
が
少
な
い
よ
う
で
あ

る
。
国
土
交
通
省
か
ら
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
が
と

ど
こ
お
っ
て
い
る
と
の
助

言
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
の

情
報
は
入
っ
て
い
な
い
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

問
　
特
に
自
ら
運
転
で
き

な
い
方
、
病
院
に
通
う
、

買
い
物
に
出
た
い
と
い
う

方
の
希
望
に
添
え
る
や
り

方
な
ど
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
試
行
運
転
の
方
法

は
。

企
画
課
長
　
町
民
が
等
し

く
公
共
交
通
機
関
を
利
用

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備

す
る
。
週
一
回
程
度
高
齢

化
に
対
応
す
る
実
証
運
行

と
し
て
実
施
す
る
。

　
13
地
区
で
想
定
し
て
お

り
、
各
地
区
に
事
前
の
登

録
、
予
約
制
を
と
り
往
復

す
る
。
運
賃
は
タ
ク
シ
ー

の
初
乗
り
運
賃
と
同
額
と

考
え
て
い
る
。

環
境
王
国
推
進
交
付
金

問
　「
一
定
基
準
を
得
た

米
」
と
は
ど
う
い
う
基
準

か
。
１
俵
５
０
０
円
だ
と

７
千
俵
く
ら
い
に
な
る
が

そ
の
基
準
は
。
も
っ
と
増

や
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
課
長
　
さ
ら
な
る
良

食
味
米
・
良
質
米
の
生
産

地
と
し
て
国
内
に
誇
れ
る

も
の
に
し
て
い
く
た
め
、

生
産
団
体
・
生
産
者
に
新

た
な
意
欲
を
喚
起
し
て
い

く
の
が
狙
い
で
あ
る
。

　
特
別
栽
培
米
、
一
等
米
、

食
味
値
80
以
上
、
タ
ン
パ

ク
7.5
以
下
と
い
う
基
準
に

該
当
す
れ
ば
補
助
。
補
正

が
必
要
に
な
れ
ば
喜
ば
し

い
。

梅
里
苑
会
計

問
　
会
計
方
式
が
25
年
度

と
変
わ
っ
て
い
る
。
公
営

企
業
法
で
言
う
観
光
施
設

事
業
に
梅
里
苑
は
当
て
は

ま
る
と
思
う
の
で
、
企
業

会
計
を
適
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

総
務
課
長
　
財
産
を
仮
に

持
た
せ
て
も
減
価
償
却
や

修
繕
費
用
が
膨
大
に
な
り
、

常
に
大
き
な
赤
字
を
毎
年

計
上
す
る
よ
う
な
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
保
養
も
含

め
て
交
流
、
地
域
の
方
々

の
憩
い
の
場
を
提
供
す
る

と
い
う
行
政
福
祉
目
的
の

方
が
よ
い
。
会
計
に
つ
い

て
は
状
況
を
し
っ
か
り
把

握
い
た
だ
く
た
め
に
特
別

会
計
と
し
た
。

山
大
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業

問
　
山
形
大
学
と
地
域
づ

く
り
な
ど
を
研
究
し
て
も

ら
う
山
大
キ
ャ
ン
パ
ス
事

業
を
し
て
い
る
が
、
広
く

他
大
学
を
も
受
け
入
れ
る

考
え
は
。

教
育
課
長
　「
ま
ざ
れ
や
」

を
中
心
に
町
の
振
興
策
を

地
域
と
も
研
究
し
て
い
く
。

25
年
度
か
ら
卒
業
生
を
含

め
た
組
織
と
し
て
地
域
支

援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

現
在
は
評
価
が
あ
る
の
で

山
大
を
中
心
に
し
て
い
く

が
、
他
団
体
、
大
学
と
機

会
が
あ
れ
ば
検
討
を
し
て

い
く
。

企
画
課
長
　
山
形
大
学
と

の
共
同
研
究
と
し
て
今
ま

で
も
秋
山
牧
場
で
の
Ｔ
Ｍ

Ｒ
、
Ｓ
Ｇ
Ｓ
の
研
究
、
及

位
中
学
校
の
廃
校
舎
の
利

活
用
な
ど
の
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

中
村
湿
原

問
　
八
丁
ト
ン
ボ
が
い
て

サ
ギ
草
な
ど
の
山
野
草
も

あ
り
、
隣
の
大
谷
地
地
区

に
は
甚
五
右
エ
門
芋
の
栽

培
地
が
あ
る
。
交
流
人
口

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

が
で
き
る
の
で
は
。

産
業
課
長
　
管
理
を
す
る

保
全
指
導
員
、
民
間
の

「
中
村
湿
原
を
守
る
会
」

が
組
織
さ
れ
活
動
し
て
い

る
。
い
ろ
ん
な
資
源
が
集

中
し
て
い
る
所
で
あ
る
。

き
の
こ
・
山
菜
も
多
く
環

境
王
国
の
中
核
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
の
位
置
に
し
て
い

く
に
は
良
い
場
所
で
、
６

次
産
業
化
推
進
に
も
可
能

性
の
あ
る
地
域
。

学
習
支
援
に
つ
い
て

問
　
学
校
に
お
い
て
英

語
・
数
学
の
学
力
向
上
に

つ
い
て
学
習
指
導
員
、
学

習
支
援
員
の
配
置
は
。

教
育
課
長
　
外
国
語
指
導

助
手
を
配
置
し
て
い
る
。

更
に
小
学
校
に
お
い
て
は

他
市
町
村
の
先
鞭
を
切
っ

て
、
英
語
活
動
補
助
員
を

配
置
。
国
の
施
策
を
先
取

り
し
て
い
る
。
数
学
に
つ

い
て
は
、
学
習
指
導
員
を

配
置
し
支
援
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
達
が

グ
ル
ー
プ
学
習
で
教
え
合

い
な
が
ら
応
用
力
を
高
め

て
い
く
取
り
組
み
を26

年
度
は
拡
充
し
て
い
く
。

日
本
型
直
接
支
払
制
度

問
　
事
務
処
理
な
ど
行
政

職
員
の
地
域
担
当
制
を
活

用
し
、
全
集
落
が
取
り
組

め
る
よ
う
支
援
し
て
は
ど

う
か
。

町
長
　
地
域
担
当
制
は
、

区
長
と
の
つ
な
が
り
と
し

て
や
っ
て
お
り
、
直
接
支

払
制
度
に
関
し
て
は
専
門

的
な
こ
と
で
あ
り
、
す
べ

て
の
職
員
が
対
応
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
は

地
区
の
や
る
気
で
あ
る
。

伝
承
野
菜
の
推
進

問
　
伝
承
野
菜
の
販
路
を

求
め
て
、
東
京
方
面
の
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行

っ
た
中
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン

も
生
き
残
り
を
か
け
差
別

化
を
図
り
た
い
。
　
　

バ
イ
ヤ
ー
の
希
望
が
叶
え

ら
れ
る
よ
う
通
年
栽
培
・

供
給
が
で
き
る
よ
う
冬
場

の
排
熱
利
用
な
ど
考
え
て
、

行
政
と
し
て
後
押
し
で
き

な
い
か
。

産
業
課
長
　
昨
年
大
型
バ

ス
で
勘
次
郎
胡
瓜
を
目
玉

に
し
た
ツ
ア
ー
が
来
て
い

る
。
今
後
６
次
産
業
化
推

進
の
目
玉
と
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。
廃
校
利
用

で
加
工
場
の
許
可
を
取
り
、

試
作
品
づ
く
り
等
の
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
勘

次
郎
胡
瓜
の
さ
ら
な
る
利

活
用
や
他
の
伝
承
野
菜
を

含
め
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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◇一般会計予算の構成

総 額
48億5,200万円

歳入 歳出

修正可決可決

地方交付税
60.7％

町税
13.1％

人件費
19.3％ 扶助費

7.4％

その他
7.5％

その他
1.9％

操出金
9.4％

補助費等
19.4％

投資的経費
14.6％

物件費
11.3％

維持補修費
2.8％国庫支出金
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公債費
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13.9％

物件費
11.3％

維持補修費
2.8％

繰入金0.2％

国庫支出金
7.5％

町債（借入金）
5.0％
町債（借入金）
5.0％

県支出金
6.0％


